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から６時間後に 664nm の PD レーザを病変部に 100J/cm2 照射する。目標症例数は、25 例。
設定根拠は T1 症例の期待 CR 割合 75%、T2 症例の期待 CR 割合 40%で閾値 CR 割合は全対
象に対して 15%と設定した。事前予測分布に基づくベイズ流の方式で、求められた。結果は、
計 26 例 28 病変が登録され、全例に PDT が行われた。うち、23 例 25 病変で CR が得られ、
主要評価項目である局所 CR 割合は、88.5 % (95% 信頼区間: 69.8%－97.6%)、確定局所 CR
割合も 88.5%、病変毎の CR 割合は、89.3% (95%信頼区間：71.8%―97.7%)、T1 病変では
100％（95%信頼区間：82.4%－100％）、T2 病変では 57.1%（95%信頼区間：18.4%－90.1％）。
有害事象は、日光過敏症を 1 例も認めず、重篤な有害事象も認めなかった。観察期間中央値
















本治験は、50Gy以上の CRTまたは RT後で、転移がなく組織学的に癌が証明された T1b (粘膜下層)
または T2 (固有筋層)の遺残再発病変を有する食道癌患者を対象に実施された。26例 28病変が登録
され、主要評価項目である局所完全奏効 (CR)割合は、患者毎では 88.5% (23/26)、病変毎では 89.3% 






  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 29年 10月 24日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、
合格と認められたものである。 
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